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市民が主体となった実行委員会で実施する。
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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

鯖江市美術展開催事業鯖江市美術展開催事業鯖江市美術展開催事業鯖江市美術展開催事業

開始年度 2008 終了年度 9999

目的 本市の美術文化の向上を図り、市民に親しまれる美術の祭典とする。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計

画
計

画
計

画
計

画
）） ））

事業名

部署名 文化課

日本画・水墨画、絵画・造形、彫刻・立体、書道、工芸、写真、デザインの７部門に分けて、作品を募集し、審査の結果入選
作品について、展示し、表彰を行う。会場は、まなべの館、嚮陽会館、ギャラリー新の3会場。会期は10日間程度。運営にあ
たっては、アートスタッフボランティアを募集する。アートワークショップを開催し、意見交換の場を設ける。また、子ども
から大人まで気軽に美術に親しんでもらうために「気軽にアート展」を同時開催する。

事業コード

2556

概要

法令
根拠

実施
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

単独事業

物件費

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

作品の応募点数 目標値 500500500500 500500500500 500500500500 500500500500 500500500500点

実績値 480480480480 450450450450

会場への来場者数 人 目標値 15000150001500015000 15000150001500015000 15000150001500015000 15000150001500015000 15000150001500015000

計算
根拠

市民の文化意識の向上を会場への来場者数で判断する。

実績値 16500165001650016500 18514185141851418514

達成率
（％）

110110110110 123.4123.4123.4123.4

実数値

ランク AAAA ＡＡＡＡ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

歴史・伝統・文化を伝承し
創造する

文化・芸術

基本目標 属性 基本施策

芸術文化の振興

実施施策

2051

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H23事業名 鯖江市美術展開催事業 2556
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

余暇を利用して、美術作品を制作したり、その作品を出展したいとの市民ニーズ
は高い。

根
拠

事業名 県美展

主体 県

市美展は、広く、気軽に作品を募集するので、県美展との統合は不可能である。

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

市全体の美術文化の向上を図ることが目的であるので、行政の関与は必要であ
る。

根
拠

根
拠
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果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ある

不可能

受益者負担

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

不可能

報償費の占める割合が高いので、コストを削減する余地はない。根
拠

出展料の増額が考えられるが、幅広く募集するとの趣旨からすると困難である。

根
拠

会期の延長や会場を一つにする。
根

拠

７部門を３会場に分けて開催する。市民の意見をきき
ながら、より市民に親しまれる美術展を目指す。

維持維持維持維持

平
成

2
4
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み

【平成25年度　方向性】

７部門を３会場に分けて開催する。市民の意見をきき
ながら、より市民に親しまれる美術展を目指す。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 可能－

－ 未実施 未実施

可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 可能 〈不可能選択理由〉

H23事業名 鯖江市美術展開催事業 2556
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